
ご 参 考 資 料

通期（21/3期）

予　想

( 100.0 ) 10,306 ( 100.0 ) △ 238 ( △ 2.3 ) 14,110

ア ニ メ ー シ ョ ン 事 業 7,003 ( 69.6 ) 6,723 ( 65.2 ) ＋ 280 ( ＋ 4.2 ) 9,970

アミューズメント事業 3,063 ( 30.4 ) 3,583 ( 34.8 ) △ 519 ( △ 14.5 ) 4,140

84 ( 0.8 ) 587 ( 5.7 ) △ 503 ( △ 85.7 ) 280

72 ( 0.7 ) 619 ( 6.0 ) △ 547 ( △ 88.4 ) 310

1 ( 0.0 ) 443 ( 4.3 ) △ 441 ( △ 99.6 ) 40

0円95銭

6社

連結

通期（21/3期）

予　想

8,620 ( 100.0 ) 10,072 ( 100.0 ) △ 1,452 ( △ 14.4 ) 11,490

ア ニ メ ー シ ョ ン 部 門 6,559 ( 76.1 ) 6,489 ( 64.4 ) ＋ 69 ( ＋ 1.1 ) 9,430

アミューズメント部門 2,061 ( 23.9 ) 3,583 ( 35.6 ) △ 1,522 ( △ 42.5 ) 2,060

44 ( 0.5 ) 546 ( 5.4 ) △ 501 ( △ 91.9 ) 180

104 ( 1.2 ) 603 ( 6.0 ) △ 499 ( △ 82.8 ) 330

266 ( 3.1 ) 432 ( 4.3 ) △ 166 ( △ 38.5 ) 380

9円02銭

　　2．対前期比較（　）内は、比較増減率を記載しています。

【お問い合わせ先】　経理財務部　　ＴＥＬ　03-5325-9111

連 結 及 び 単 体 業 績 概 要

（平成21年3月期　第3四半期）

《参考》
単体第3四半期業績の概要

１ 株 当 た り 四 半 期
（ 当 期 ） 純 利 益

平成21年3月期

第3四半期

6円34銭

四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益

平成21年1月28日

【単位：百万円、（％）】

（コード番号　３５８５　名証第２部）

【単位：百万円、（％）】

（新規）　1社　（除外） 0社

対 前 期 比 較

△10円37銭

（注）　１．百万円未満を切り捨てて表示しています。

項　　　　目

△3円82銭

売 上 高

営 業 利 益

経 常 利 益

対 前 期 比 較
第3四半期

10円16銭

平成20年3月期

（新規）　1社　（除外） 1社 持分法

10円41銭0円04銭

平成21年3月期

四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益

売 上 高

　　　　２．連結範囲及び持分法の適用の異動

１ 株 当 た り 四 半 期
（ 当 期 ） 純 利 益

・連結第3四半期業績の概要

項　　　　目
第3四半期

　　　　１．連結子会社数 持分法適用会社　1社

経 常 利 益

平成20年3月期

第3四半期

10,067

営 業 利 益
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代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 岡村 秀樹

問合せ先責任者 （役職名） 経理財務部長 （氏名） 岡山 仁 TEL 03-5325-9111

四半期報告書提出予定日 平成21年2月9日

1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 10,067 ― 84 ― 72 ― 1 ―

20年3月期第3四半期 10,306 5.8 587 △15.9 619 △15.3 443 △37.5

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 0.04 ―

20年3月期第3四半期 10.41 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 18,422 14,600 78.9 352.05
20年3月期 18,960 15,008 78.8 353.66

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  14,527百万円 20年3月期  14,946百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― ― ― 7.50 7.50
21年3月期 ― ― ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 7.50 7.50

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,110 △5.7 280 △68.2 310 △64.1 40 △92.4 0.95

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

[(注) 詳細は、3ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。]  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

[(注) 詳細は、3ページ【定性的情報・財務諸表等】 4. その他をご覧ください。]  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
1.当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針
第14号)を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
2.平成20年9月29日付公表の「アミューズメント事業の譲渡の契約解消に関するお知らせ」に記載のとおり、当社はアミューズメント事業を引き続き運営しておりま
す。 
3.上記予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可
能性があります。  

 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  44,153,101株 20年3月期  44,153,101株

② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  2,886,942株 20年3月期  1,890,768株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  41,949,599株 20年3月期第3四半期  42,545,472株
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国のサブプライムローン問題に端を発した世界的

な金融市場の混乱や急激な円高などの影響により経済環境が悪化しております。企業の雇用・所得調整な
どの状況変化もあり、景気の先行きへの警戒感が増すなか個人消費についても急速に冷え込みました。  
 このような経済環境のもとで、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高100億６千７百万円(前年同
期比2.3％減)、営業利益８千４百万円(前年同期比85.7％減)、経常利益７千２百万円(前年同期比88.4％
減)、第３四半期純利益１百万円(前年同期比99.6％減)となりました。  
売上高では、アニメーション事業においては制作収入が減少したものの、販売収入が増加したことによ

り当事業全体では前年同期を上回りました。一方、アミューズメント事業においては既存店舗の売上が減
少し、また前期３店舗を閉鎖したことなどもあり前年同期を大きく下回りました。以上の結果、全社合計
では前年同期を下回る結果となりました。 
利益面では、アニメーション事業においてはビデオ販売収入の利益が大幅に減少したことなどにより、

事業全体では前年同期に比べ営業利益、経常利益ともに減益となりました。  
 アミューズメント事業においては既存店舗の売上の減少が大きく影響し、営業利益、経常利益ともに前
年同期を大幅に下回りました。  
 以上の結果、全社合計では営業利益、経常利益ともに前年同期を下回る結果となりました。  
 また、特別損失としてアミューズメント施設２店舗の減損損失７千１百万円を計上したこともあり、第
３四半期純利益におきましても前年同期を大きく下回る結果となりました。 

  

当第３四半期連結累計期間における当社グループの事業別の状況は、次のとおりです。 

＜アニメーション事業＞ 
アニメーション事業においては、制作収入では、劇場映画制作収入が増加したもののTV制作収入およ

びコンテンツ制作収入が減少し、売上高は30億７千６百万円となり前年同期比4.0％減となりました。 
一方、ロイヤリティなどの販売収入においては、前年同期と比べビデオ販売市場の全体的な落ち込み

に影響されたビデオ販売収入が大幅に減少となりましたが、海外販売収入、ネットワーク事業収入や商
品化権収入などが増加となり、売上高は39億２千７百万円、前年同期比11.6％増となりました。 
これらにより当事業全体の売上高は70億３百万円、前年同期比4.2％の増収となりました。 

  

＜アミューズメント事業＞ 
アミューズメント事業においては、第１四半期に１店舗の新規出店を実施いたしました。これにより

当第３四半期末現在の店舗数は25店舗となっております。 
施設運営収入につきましては、店舗設備の改装を進めるなど収益力の強化を図ったものの経済状態の

悪化により消費が冷え込み、施設市場全体が落ち込んだ影響を受け既存店舗の売上高は減少となりまし
た。また、前期３店舗の閉鎖を実施したこともあり、当事業の売上高は30億６千３百万円、前年同期比
14.5％の大幅な減収となりました。 
なお、平成20年10月１日付で、当社は連結子会社である株式会社ＡＧスクエアへのアミューズメント

事業の分割を完了し、引き続き同社でアミューズメント事業を運営しております。 

  

なお、前年同期比は参考として記載しております。 

  

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報
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当第３四半期末の総資産は、前連結会計年度末に比べ５億３千８百万円減少し184億２千２百万円とな

りました。主な減少の要因は、売掛金の減少７億円によるものであります。 
負債につきましては、前連結会計年度末に比べ１億３千万円減少し38億２千１百万円となりました。主

な減少要因は、買掛金の減少４億２千８百万円によるものであります。 
また純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ４億７百万円減少し、146億円となりました。 
  

  
今後の見通しにつきましては、アニメーション事業では、ビデオ販売市場全体の落ち込み、また、アミ

ューズメント事業においても施設市場全体の落ち込みがあるなか、厳しい経営環境が続いております。 
現段階で入手可能な資料に基づき通期の業績を検討した結果、平成20年10月29日に公表しました通期業

績予想に変更はありません。 
  

  

該当事項はありません。 
  

① 棚卸資産の評価方法 
当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末

の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 
また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価

額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 
② 固定資産の減価償却費の算定方法 

固定資産の定率法を採用している資産につきましては、連結会計年度に係る減価償却費の額を期
間按分して算定する方法によっております。 

③ 繰延税金資産の回収可能性 
繰延税金資産の回収可能性につきましては、当第３四半期連結累計期間における主な税務上の加

減算項目を考慮し、前連結会計期間末の検討において使用した将来の業績予測やタックス・プラン
ニングを利用しております。 

  

① 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務
諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四
半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

② 「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第
９号)を第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低
下による簿価切下げの方法）に変更しております。 
この結果、従来の方法によった場合に比べて、売上総利益、営業利益、経常利益及び税金等調整前

四半期純利益に与える影響はありません。 
③ 「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成５年６月17日 最終改正平成19年３
月30日企業会計基準第13号)及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会 
平成６年１月18日 最終改正平成19年３月30日 企業会計基準適用指針第16号）を第１四半期連結会
計期間から早期に適用し、所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に
係る方法に準じた会計処理から通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理に変更し、リース資産と
して計上しております。 
また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定す

る方法によっております。 
なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通

常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。 
この結果、従来の方法によった場合に比べて、リース資産が有形固定資産に143百万円計上され、

営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。 
  

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,509,471 5,222,994

受取手形及び売掛金 1,743,117 2,444,079

有価証券 2,198,589 1,995,120

商品及び製品 1,356,912 1,415,543

仕掛品 1,266,607 861,024

原材料及び貯蔵品 79,466 53,753

その他 960,749 605,225

貸倒引当金 △11,307 △12,596

流動資産合計 11,103,605 12,585,145

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,889,159 1,686,238

その他（純額） 1,959,827 1,531,675

有形固定資産合計 3,848,986 3,217,914

無形固定資産 222,913 206,931

投資その他の資産   

その他 3,486,395 3,200,591

貸倒引当金 △239,518 △249,935

投資その他の資産合計 3,246,877 2,950,655

固定資産合計 7,318,777 6,375,501

資産合計 18,422,382 18,960,647
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,774,481 2,241,909

未払法人税等 8,788 426,484

役員賞与引当金 14,175 32,600

賞与引当金 25,678 79,333

その他 1,188,674 701,331

流動負債合計 3,011,797 3,481,658

固定負債   

退職給付引当金 391,476 360,171

役員退職慰労引当金 84,164 107,755

その他 334,171 2,500

固定負債合計 809,812 470,426

負債合計 3,821,610 3,952,085

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,816,866 8,816,866

資本剰余金 1,806,323 1,806,323

利益剰余金 5,082,581 5,398,082

自己株式 △1,193,859 △965,154

株主資本合計 14,511,911 15,056,117

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 17,362 30,786

為替換算調整勘定 △1,472 △140,355

評価・換算差額等合計 15,890 △109,569

新株予約権 72,970 62,013

純資産合計 14,600,772 15,008,562

負債純資産合計 18,422,382 18,960,647
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 10,067,498

売上原価 8,568,203

売上総利益 1,499,295

販売費及び一般管理費 1,415,125

営業利益 84,169

営業外収益  

受取利息 23,922

投資事業組合運用益 15,007

その他 24,233

営業外収益合計 63,162

営業外費用  

長期前払費用償却 9,797

清算子会社の管理費用 5,759

為替差損 54,568

その他 5,063

営業外費用合計 75,190

経常利益 72,141

特別利益  

固定資産売却益 1,315

貸倒引当金戻入額 11,705

株式譲渡契約解除に伴う解決金 240,000

その他 4,034

特別利益合計 257,056

特別損失  

固定資産除却損 33,869

子会社清算損 142,613

減損損失 71,112

その他 15,797

特別損失合計 263,392

税金等調整前四半期純利益 65,806

法人税、住民税及び事業税 29,643

法人税等調整額 34,554

法人税等合計 64,197

四半期純利益 1,608
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

該当事項はありません 

  

【事業の種類別セグメント情報】 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

 

(1)アニメーション事業………アニメーション作品の企画・制作・販売・配給および輸出 

(2)アミューズメント事業……アミューズメント施設の企画・開発・運営 

  

【海外売上高】 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

 

(1)北アメリカ…………アメリカ合衆国・カナダ 

(2)アジア………………韓国・台湾・タイ・マレーシア 

(3)ヨーロッパ…………イタリア・フランス・スペイン・ドイツ 

(4)その他の地域………アラビア語圏・中南米他 

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) セグメント情報

アニメー 
ション事業 
(千円)

アミューズ 
メント事業 
(千円)

計 
(千円)

消去 
又は全社 
(千円)

連結 
(千円)

売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

7,003,893 3,063,604 10,067,498 ― 10,067,498

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― (―) ―

計 7,003,893 3,063,604 10,067,498 (―) 10,067,498

営業費用 6,399,651 3,057,698 9,457,349 525,979 9,983,329

営業利益 604,242 5,906 610,149 (525,979) 84,169

(注)  １ 事業区分は、内部管理上採用している区分によっている。

      ２ 各事業の主な内容

３ 営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用は、提出会社の管理部門に係る費用であ

る。

北アメリカ アジア ヨーロッパ その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(千円) 218,418 186,419 298,168 118,483 821,489

Ⅱ 連結売上高(千円) 10,067,498

Ⅲ 連結売上高に占める
海外売上高の割合(％)

2.2 1.9 3.0 1.1 8.2

(注)  １ 国又は地域の区分は地理的近接度によっている。

      ２ 各区分に属する主な国又は地域
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該当事項はありません 

  

  

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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【事業の種類別セグメント情報】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成19年４月１日 至 平成19年12月31日） 

 

(1)アニメーション事業………アニメーション作品の企画・制作・販売・配給および輸出 

(2)アミューズメント事業……アミューズメント施設の企画・開発・運営 

「参考」

(要約) 前四半期連結損益計算書

前第３四半期連結累計期間
(自 平成19年４月１日

  至 平成19年12月31日)

区分 金額(千円)

Ⅰ 売上高 10,306,372

Ⅱ 売上原価 8,288,937

  売上総利益 2,017,434

Ⅲ 販売費及び一般管理費 1,430,064

  営業利益 587,370

Ⅳ 営業外収益 63,481

Ⅴ 営業外費用 31,006

  経常利益 619,845

Ⅵ 特別利益 155,035

Ⅶ 特別損失 75,255

税金等調整前四半期純利益 699,626

法人税、住民税及び事業税 338,853

法人税等調整額 △82,238

四半期純利益 443,010

セグメント情報

アニメー 
ション事業 
(千円)

アミューズ 
メント事業 
(千円)

計 
(千円)

消去 
又は全社 
(千円)

連結 
(千円)

売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

6,723,185 3,583,186 10,306,372 ― 10,306,372

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― (―) ―

計 6,723,185 3,583,186 10,306,372 （―) 10,306,372

営業費用 5,952,973 3,209,161 9,162,135 556,865 9,719,001

営業利益 770,211 374,024 1,144,236 (556,865) 587,370

(注)  １ 事業区分は、内部管理上採用している区分によっている。

      ２ 各事業の主な内容

３ 営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用は、提出会社の管理部門 

に係る費用である。
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【海外売上高】 

  

前第３四半期連結累計期間（自 平成19年４月１日 至 平成19年12月31日） 

 

(1)北アメリカ…………アメリカ合衆国 

(2)アジア………………韓国・台湾・香港・タイ 

(3)ヨーロッパ…………イタリア・ドイツ・フランス・英国 

(4)その他の地域………アラビア語圏・ロシア他 

北アメリカ アジア ヨーロッパ その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(千円) 16,397 286,685 215,936 107,247 626,266

Ⅱ 連結売上高(千円) 10,306,372

Ⅲ 連結売上高に占める
海外売上高の割合(％)

0.2 2.8 2.1 1.0 6.1

(注)  １ 国又は地域の区分は地理的近接度によっている。

      ２ 各区分に属する主な国又は地域
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